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Ⅱ．調査演習（2003～2015）：
質的調査演習を振り返って
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高根正昭氏の「創造の方法学」には，質的
調査方法論について述べた以下のような文章
がある．
「彼らはベンディックス教授がなんの講義
を始めるかと，固唾を飲んで見守っている．
あの学生達が，数量的データに限られた研究
法の講座に，満足していないことは明らかで
あった．サーヴェイ・リサーチ以外の方法が，
社会学部の講座でとりあげられないことに，
彼らは絶望していたといってもよいかもしれ
ない．彼らが質的方法の分野においても，数
量的な方法に対応するような，より生産的な
方法を求めていたことは明らかであった」
ここで述べているベンディックス教授と
は，マックス・ヴェーバー研究で著名なライ
ンハルト・ベンディックスのことを指してい
る．およそ50年前の米国の大学の話とはい
え，量的調査方法に匹敵する質的調査方法へ
の期待が高いことが伺える文章である．
さて，我が大学（社会情報学部）における
質的調査実習関連の講義をここで振り返って
みることにしたい．
まず，２年生科目「社会調査基礎演習・質
的調査方法論」では，質的調査について座学
の講義を行ってきたが，実際に調査実習を行
うことも多かった．また，新しい試みとして
は，マルチメディアを活用した教育実践も
行った．DVDを利用し，調査の現場で撮影さ
れた動画を見ながらの講義は，フィールド
ワークの経験のない学生に対して，質的調査
のイメージを掴ませることができたのではな
いか．またインタビューに慣れるために教室
内で行ったインタビュー練習も，効果を上げ
た．学生２人がペアを組み，お互いに５分程
度のインタビューを行って質問することに段
階的に慣れていく方法である．履修学生が多
い時代，教室を埋めた学生たちが一斉に質問
を始め，持ち時間が終了すると，立場を変え
てまたインタビューが始まる光景は，なかな
か壮観であった．また，大学の構内限定の調
査実習も行った．ただ，生協や大学の忙しい
職員に対してインタビューを行う学生も多
く，調査公害的な問題も出現したのではない
かと思う．この学内限定の調査であるが，最
近は大学全体の学生数が減ったこともあり，
昼休み以外の時間に構内でインタビュー可能
な学生を探すことが難しくなってきており，
講義時間内で調査を完結させることはかなり
難しい状況にある．
次に，３年生科目「質的調査設計・演習」
では，２年生時の調査経験を基に，より専門
的な実習を行うことを目的としている．
以下，図１に2003年度以降の各年度の質的
調査設計・演習の担当者および対象テーマや
地域をリストアップする．
私が担当した調査対象地は江別市内あるい
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は札幌市内が多かったが，テーマについては
その都度変更した．大麻商店街については，
2007年度に調査を行ったが，既に商店街の衰
退が明らかであった．ただ，当時には存在し
ていなかった，江別の大学生と地域を結びつ
けることを目的にした「COMMUNITY
 
HUB江別港」がオープンするなど，商店街の
活性化に繫がる店舗も現在は登場している．
機会があれば，商店街の定点観測を行いたい
と考えている．
私の実施した調査の中で特に印象深いの
は，札幌市の地下歩行空間内で行った調査実
習である．厳密な質的調査とは言えない内容
も含まれているが，街頭での通行人へのイン
タビューや歩行空間内で休憩を取っている利
用者の観察等，多面的に利用状況の調査を
行った．最初は通行人への声かけすら苦労し
た学生も最後には熱心に調査を行ってくれた
ことは，今でも強く印象に残っている．総じ
て質的調査においては，代表性を担保できな
い限界があるが，地下歩行空間の利用状況を
知るというテーマ故に，幅広い観点から調査
を行うことができた．２年生科目の課題で
行ったライフストーリー調査も同様である
が，地下歩行空間の利用調査などは，質的調
査実習の可能性を広げる意味でも，実践して
よかったと考えている．
一方，調査を行う上での限界も露呈した．
例えば，近隣の商店街研究を行ったとしても，
商店街が抱える一般的な課題すら知らない学
生も多い．経営学等の専門知識がない中での
調査は，調査設計のプロセスや分析プロセス
において，かなりの制約になった．また履修
学生は，社会学理論に関する基礎的知識も少
ないため，事前に社会学的背景に関する適切
な知識を提供する必要もある．この問題に関
しては，履修生が法学部と経済学部学生に分
かれるようなった現在，むしろ深刻なものに
なってきている．
質的調査は，量的調査を行う前提として，
仮説を構築する際の手助けとなる．また，作
業仮説を立てるということは，記述的研究に，
理論を組み入れることになる．さらに
Grounded Theory Approach（GTA）のよう
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図１ 質的調査・演習のテーマ
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に，構造化（因果関係の推定）を求めるメソッ
ドを用いることによって，質的調査を問題解
決のツールとして利用することが可能とな
る．質的調査実習では，リサーチクエスチョ
ンを重視し，単なる記述的研究に留めないよ
うな取組みを，今後も続けていきたいと思う．
最初に引用した高根正昭氏の「創造の方法
学」では，社会科学における方法論の重要性
を以下のように述べている．やや長文ではあ
るが引用したい．
「考えてみれば今日までの日本の社会科学
には，あまりにも外国の文献の翻訳や外国の
研究の敷き写しが多かった．それはまるで自
分で文章を書かずに，外国の文献を筆写する
行為に似ていたのではないか．われわれはこ
の辺で敷き写しではない，自分自身の文章を
書き始めなければならない．そして方法論は
このような自分自身の文章を書くための，必
要最低限のルールなのではないか．科学にお
ける知的創造とは結局，自由に抽象と経験の
間の循環を行う知的活動のことなのであろ
う．そして知的創造のための方法とは，科学
の基本原理に合致した広い意味での調査と研
究を行うための，ルールに他ならないのであ
る」
質的調査は量的調査と対峙するものではな
く補完する関係にある．また調査それ自体は，
自己目的化すべきものではなく，科学的な方
法論に基づき課題解決に寄与すべきものであ
る．質的調査の方法論を学ぶことは，我々の
知的な営為活動を，さらに実りあるものにし
ていくことに他ならない．調査実習を通じて，
学生が自らの知的創造をより良いものにする
ことができたとすれば，それは講義担当者と
して望外の喜びである．以上．
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